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一
一
月
五
日（
日
）に
秋
の
大

城
・
京
ヶ
倉
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ

ア
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ツ
ア
ー
は
、「
大
城
・

京
ヶ
倉
を
広
く
世
に
出
す
会
」

が
、
こ
の
時
期
に
見
頃
を
迎
え

た
紅
葉
を
山
頂
か
ら
楽
し
ん
で

い
た
だ
こ
う
と
企
画
し
て
い
る

も
の
で
す
。

　
村
外
か
ら
二
五
名
の
参
加
者

と
本
会
会
員
、い
く
さ
か
大
好
き

隊
、観
光
協
会
事
務
局
一
四
名
の

総
勢
三
九
名
で
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
当
日
は
午
前
八
時
に
集
合
し
、

出
発
式
後
、感
染
拡
大
防
止
の
た

め
四
班
に
分
か
れ
、マ
イ
ク
ロ
バ

『
四
年
越
し
！
み
ん
な
で
創

ろ
う
　
最
高
の
赤
と
ん
ぼ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
』

新
た
な
テ
ー
マ
の
も
と
、一
〇

月
一
四
日（
土
）
に
、
総
合
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
お
い
て「
二
〇
二
三
赤

と
ん
ぼ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
Ｉ
Ｎ

い
く
さ
か
」を
開
催
し
ま
し
た
。

午
前
一
〇
時
、
藤
澤
実
行
委

員
長
の
あ
い
さ
つ
で
、赤
と
ん
ぼ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
Ｉ
Ｎ
い
く
さ

か
が
始
ま
り
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、保
育
園

児
の
皆
さ
ん
が
く
す
玉
割
り
と

リ
ズ
ム
体
操
を
披
露
し
て
く
れ

ま
し
た
。

ス
で
万
平
登
山
口
へ
移
動
し
、各

班
一
列
に
な
っ
て
途
中
休
憩
を

挟
み
な
が
ら
、ゆ
っ
く
り
と
し
た

ペ
ー
ス
で
登
り
ま
し
た
。

　
お
お
こ
ば
見
晴
台
や
馬
の
背

か
ら
の
眺
望
を
楽
し
み
な
が
ら

生
坂
の
秋
を
堪
能
し
て
い
た
だ

き
、京
ヶ
倉
山
頂
で
は
班
ご
と
に

記
念
撮
影
を
し
ま
し
た
。

ツ
ア
ー
当
日
は
、と
て
も
天
候

が
良
く
、晴
天
の
中
ツ
ア
ー
を
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
、怪
我
や
リ

タ
イ
ヤ
も
無
く
、無
事
に
ツ
ア
ー

を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　「
大
城
・
京
ヶ
倉
を
広
く
世
に

出
す
会
」
と「
生
坂
村
観
光
協

会
」で
は
、今
後
も
引
き
続
き
登

山
道
整
備
や
ツ
ア
ー
の
開
催
、宣

伝
、Ｐ
Ｒ
等
地
域
振
興
の
た
め
の

活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

続
い
て
の
福
ま
き
で
は
、
ス

テ
ー
ジ
上
か
ら
お
菓
子
や
紅
白

餅
が
ま
か
れ
、
皆
さ
ん
に
福
を

持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
中
学
校
吹
奏
楽
部

や
、
中
学
生
龍
翔
太
鼓
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
演
奏
が
行
わ
れ
、日
々

の
練
習
の
積
み
重
ね
を
感
じ
る

演
奏
で
、
会
場
を
大
い
に
盛
り

上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

午
後
か
ら
行
わ
れ
た
、
書
道

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
は
、「
フ
ラ

ン
ク
・
シ
ナ
ト
ラ
」の
言
葉
が
書

か
れ
、ス
テ
ー
ジ
バ
ッ
ク
と
し
て

花
を
添
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
子
供
た
ち
に
人
気
の

「
お
し
り
た
ん
て
い
」
シ
ョ
ー
で

は
、
ス
テ
ー
ジ
前
の
観
客
席
が

親
子
連
れ
の
皆
さ
ん
で
満
席
に

な
り
、賑
や
か
な
ス
テ
ー
ジ
と
な

り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
小
学
生
金
管
バ
ン

ド
や
碧
の
風
、
生
坂
龍
翔
太
鼓
、

Ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｂ
ｉ
ｇ
Ｂ
ａ
ｎ
ｄ
　

ｏ
ｆ
　
Ｍ
ｕ
ｓ
ｉ
ｃ
　
Ｔ
ｏ
ｙ

ｓ
に
よ
る
演
奏
が
続
き
、そ
の
迫

力
に
、観
客
の
皆
さ
ん
は
、真
剣

に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

午
後
七
時
か
ら
は
、『
収
穫
祝

い
　
花
火
ま
つ
り
』が
行
わ
れ
、

打
ち
上
げ
花
火
や
手
筒
花
火
な

ど
が
盛
大
に
打
ち
上
げ
ら
れ
、

観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

最
後
は
生
坂
村
讃
歌
を
斉
唱

し
、赤
と
ん
ぼ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

四
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
村

の
一
大
イ
ベ
ン
ト「
赤
と
ん
ぼ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」に
、大
勢
の
方

か
ら
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

赤
と
ん
ぼ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
開
催
に
あ
た
り
、携
わ
っ
て
い

た
だ
い
た
す
べ
て
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
に
よ
り
、
全
日
程
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。大
変

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

紅
葉
の
大
城
・
京
ヶ
倉
に
登
ろ
う
！

紅
葉
の
大
城
・
京
ヶ
倉
に
登
ろ
う
！

秋
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー

秋
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー

赤
と
ん
ぼ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

赤
と
ん
ぼ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
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一
〇
月
八
日（
日
）
に
、
サ
ン

プ
ロ
ア
ル
ウ
ィ
ン（
松
本
市
）で

行
わ
れ
た
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
３
松
本

山
雅
Ｆ
Ｃ
対
い
わ
て
グ
ル
ー
ジ

ャ
盛
岡
戦
の
日
に
ホ
ー
ム
タ
ウ

ン
Ｐ
Ｒ
デ
ー
が
開
催
さ
れ
、村
長

を
は
じ
め
、村
職
員
、関
係
者
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
例
年
、松

本
山
雅
Ｆ
Ｃ
の
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン

一
一
市
町
村
が
一
堂
に
会
し
、地

域
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て
き
ま
し

た
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
と
し
て
、
昨
年
に
引

き
続
き
今
年
も
二
つ
の
市
町
村

ご
と
分
散
し
て
行
う
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

フ
ェ
ア
プ
レ
ー
フ
ラ
ッ
グ
ベ
ア

ラ
ー
が
行
わ
れ
、村
か
ら
は
、藤

澤
村
長
、太
田
議
長
、上
條
教
育

長
が
参
加
し
、
フ
ラ
ッ
グ
を
掲

げ
て
、お
互
い
の
尊
重
と
フ
ェ
ア

プ
レ
ー
精
神
を
示
し
ま
し
た
。

当
日
は
七
七
〇
〇
人
を
超
え

る
サ
ポ
ー
タ
ー
が
詰
め
か
け
、熱

気
と
興
奮
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

村
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
松
本

山
雅
を
応
援
し
て
い
く
と
と
も

に
、ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
し
て
の
活

動
を
通
じ
て
多
く
の
方
が
生
坂

村
を
訪
れ
て
く
れ
る
よ
う
、
引

き
続
き
魅
力
発
信
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

今
回
の
試
合
で
は
、
生
坂
村

と
朝
日
村
が
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と

し
て
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、サ
ン
プ
ロ
ア

ル
ウ
ィ
ン
の
場
外
で
、特
産
品
の

販
売
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布

な
ど
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
ブ
ー

ス
出
展
を
行
い
ま
し
た
。

　
生
坂
村
の
ブ
ー
ス
で
は
、
当

日
限
定
販
売
の
緑
色
の
お
ま
ん

じ
ゅ
う
や
女
・
人
竹
っ
こ
く
ら
ぶ

の
竹
っ
こ
お
や
き
、か
あ
さ
ん
家

の
お
か
ら
く
っ
き
ー
、ま
め
太
郎

な
ど
を
販
売
し
ま
し
た
。

ブ
ー
ス
販
売
を
開
始
す
る
と

す
ぐ
に
行
列
が
で
き
、
大
変
な

賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

松
本
山
雅
の
サ
ポ
ー
タ
ー
だ

け
で
な
く
、い
わ
て
グ
ル
ー
ジ
ャ

盛
岡
の
サ
ポ
ー
タ
ー
な
ど
、ご
来

場
の
皆
さ
ん
に
生
坂
村
の
特
産

品
を
購
入
し
て
い
た
だ
き
、
地

元
だ
け
で
な
く
、
県
外
の
お
客

様
に
も
生
坂
村
の「
美
味
し
さ
」

を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
ま
た
、
場
内
で
は
試
合
前
の

選
手
入
場
時
の
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
生
坂
村
と
朝
日
村
合
同
で

■
一
二
月
二
三
日（
土
）

　「山
雅
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
二
〇

　二
三
」開
催
の
お
知
ら
せ

　
一
二
月
二
三
日（
土
）井
上
ア
イ

シ
テ
ィ
21
特
設
会
場
に
て
、松
本

山
雅
Ｆ
Ｃ 

二
〇
二
三
シ
ー
ズ
ン

写
真
展『
山
雅
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
二

〇
二
三
』を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
二
〇
二
三
シ
ー
ズ
ン
を
振
り

返
る
写
真
の
展
示
や
選
手
の
ト

ー
ク
シ
ョ
ー
、こ
の
日
限
定
の
福

袋
や
グ
ッ
ズ
の
販
売
な
ど
、様
々

な
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。

　
二
〇
二
三
年
の
松
本
山
雅
納

め
に
、ま
た
ク
リ
ス
マ
ス
の
思
い

出
作
り
に
、ぜ
ひ
会
場
ま
で
足
を

お
運
び
く
だ
さ
い
！

◆
場
所

　
井
上
ア
イ
シ
テ
ィ
２
１

　
一
階
　
特
設
会
場

　
住
所
：
長
野
県
東
筑
摩
郡

　
　
　
　
山
形
村
七
九
七
七

◆
主
催

　
株
式
会
社
松
本
山
雅

◆
入
場

　
無
料

◆
予
定
イ
ベ
ン
ト

・
二
〇
二
三
シ
ー
ズ
ン
写
真
展

示
・
ク
リ
ス
マ
ス
抽
選
会

・
福
袋
、そ
の
他
グ
ッ
ズ
販
売

・
山
雅
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
二
〇
二

三
ポ
ス
タ
ー
の
受
注
販
売

・
ガ
ン
ズ
く
ん
と
の
年
賀
状
写

真
撮
影

※
福
袋
は
、
販
売
予
定
数
に
達

し
ま
し
た
ら
販
売
終
了
い
た

し
ま
す
。

　
予
定
は
追
加・変
更
に
な
る
可

能
性
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、予
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ

☎
八
八-

五
五
二
三

松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
通
信

松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
通
信

Ⓒ2011 YAMAGA

Ⓒ2011 YAMAGA

松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
Ｐ
Ｒ
デ
ー
に

松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
Ｐ
Ｒ
デ
ー
に

参
加
し
ま
し
た

参
加
し
ま
し
た
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部　　　門
職　員　数  （人） 対 前 年

増 減 数R4.4.1 R5.4.1

一般行政

議　　会 1 1 0
総　　務 12 12 0
税　　務 2 2 0
民　　生 7 6 △ 1
衛　　生 4 4 0
農林水産 5 4 △ 1
商　　工 0 0 0
土　　木 2 2 0
小　　計 33 31 △ 2

特別行政
教　　育 7 7 0
小　　計 7 7 0

公営企業等
水　　道 1 1 0
そ の 他 3 3 0
小　　計 4 4 0

合　　　計 44〔51〕 42〔51〕 △ 2

区　　分 月　　　額 期 末 手 当

給
  
　  
料

村 　 長 645,000 円 6 月期　1.625 月分
12 月期　1.625 月分

計　3.25 月分
副 村 長 547,000 円

教 育 長 500,000 円

区　　分 種　　　類 ４年度延人数
一 般 研 修 情報セキュリティ研修、個人情報保護研修　等 69
専 門 研 修 行政関係、技術職関係研修　等 91
階 層 別 研 修 管理職研修・係長研修　等 27
派 遣 研 修 県等への派遣研修 1

生坂村の
給与・定員管理の状況
人事行政の公平性・透明性の確保を目的とした
「生坂村人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」
に基づき職員数・給与・福利厚生・研修などの状況
について公表します。

 職員数の状況

 特別職の報酬等の状況（令和5年４月１日現在）

（注）地方公共団体定員管理調査の数値です。職員数は一般職に属する
　　 職員の人数で、〔　　〕は条例定数です。

（１）勤務時間
　職員は原則として休憩時間を除く1日7時間45分（午前8時30分〜午後5時15分）勤務です。休日は原則と
して土・日・祝日、年末年始（12月29日〜 1月3日）です。

（２）年次休暇の取得状況
　令和４年中の１人当たりの平均取得日数は7.2日でした。

（３）育児休業の取得状況
　令和５年４月１日現在、育児休業中の職員は２人です。

 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

　分限処分とは、公務能率の維持を目的に職員になされる処分です。懲戒処分は、職員の義務違反に対するものや
全体の奉仕者にふさわしくない非行があった場合になされる処分です。
　令和４年度中の分限処分および懲戒処分はありませんでした。

 職員の分限および懲戒処分の状況

　令和４年度中に営利企業等へ従事するための職務専念義務免除件数はありませんでした。
 職員の服務の状況

 職員の研修の状況

（１）健康診断などの実施状況
　令和４年度の人間ドック等受診者数は44人でした。

（２）職員互助会の設置
　地方公務員法第42条に基づき生坂村職員互助会を設置し、職員の健康増進、その他厚生に関する事業を実施
しています。

（３）公務災害の認定状況
　公務や通勤途上の災害により負傷または死亡した場合には、一定の補償が行われます。令和４年度中の災害認
定はありませんでした。

（４）不利益処分に関する不服申し立ての状況等
　令和４年度、勤務条件に関する措置の要求、不利益処分に関する不服申し立てはありませんでした。

 職員の福祉および利益の保護の状況
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 職員の給与の状況

区　分 職 員 数
（Ａ）

給　　　　　与　　　　　費 1 人当たり給与費
（Ｂ／Ａ）給　　料 職 員 手 当 （内期末・勤勉手当） 計（Ｂ）

5 年度 40 人 132,552 千円 73,227 千円 （50,298 千円） 205,779 千円 5,144 千円
（注）職員手当には退職手当を含みません。当初予算に計上された額です。

（２）職員給与費の状況（一般会計予算）

区　分
一　般　行　政　職

平均給料月額 平均給与月額 平 均 年 齢
生 坂 村 284,615 円 323,097 円 40.6 歳

（注）平均給与月額とは、給料月額に扶養手当、住居手当、時間外勤務手当などの諸手当を合計したものです。

（４）職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況（令和５年４月１日現在）

（注）ラスパイレス指数とは、国家公務員を100とした場合の給与水準を示す指数です。
区　分 生　坂　村
4 年度 94.9

（３）ラスパイレス指数（給与水準）の状況

区　分 給料月額

一般行政職
大 学 卒 185,200 円
高 校 卒 154,600 円

（５）職員の初任給の状況（令和５年４月１日現在）

区　分
支　　給　　率

自 己 都 合 勧 奨・定 年
勤続 20 年 19.6695 月分 24.586875 月分
勤続 25 年 28.0395 月分 33.270750 月分
勤続 35 年 39.7575 月分 47.709 月分
最高支給率 47.7090 月分 47.709 月分

職務上の段階による加算措置　有

（６）職員の手当の状況
　　 ○退職手当（令和５年４月１日現在）

区　分
支　給　割　合

期 末 手 当 勤 勉 手 当
6 月期 1.200 月分 1.000 月分

12 月期 1.200 月分 1.000 月分
計 2.400 月分 2.000 月分

職務上の段階による加算措置　有

○期末手当・勤勉手当（令和５年４月１日現在）

手　当　名 主 な 内 容 お よ び 支 給 単 価

扶　養　手　当 主として職員の扶養を受けて生活している親族のある職員に支給されます。
○子　月額　10,000 円　○子以外の扶養親族　月額　6,500 円

寒 冷 地 手 当
11 月〜 3 月の各月に支給  　○扶養親族のある世帯主　月額　17,800 円
　　　　　　　　　　　　  　○扶養親族のない世帯主　月額　10,200 円
　　　　　　　　　　　　  　○その他の職員　　　　　月額　  7,360 円

通　勤　手　当
○交通機関利用の場合　　通勤に要する運賃相当額（月額 55,000 円限度）
○自動車等を利用の場合　（片道 2㎞以上）月額 2,000 円〜　
　　　　　　　　　　　　（片道 60㎞以上）月額 31,600 円

管 理 職 手 当 定額により支給
時間外勤務手当 時間外の勤務 1 時間につき、給料月額を基本とした時間単位の100％ 〜160％を支給
住　居　手　当 借家・借間の場合　月額 27,000 円限度
宿 日 直 手 当 宿日直 1 回につき　4,400 円

○その他の手当（令和５年４月１日現在）

（注）人件費には特別職（村長等、審議会委員など）に支給される給料、報酬等を含みます。

（１）人件費の状況（普通会計決算）

区　分 住民基本台帳人口
（令和 5 年１月１日現在） 歳 出 額（Ａ） 実 質 収 支 人 件 費 （Ｂ） 人 件 費 率

（Ｂ／Ａ）

4 年度 1,698 人 2,620,030 千円 31,016 千円 501,600 千円 19.1%
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語
で
あ
り
、
最
も
話
さ
れ
て
い

る
言
語
と
言
え
ま
す
。
グ
ロ
ー

バ
ル
な
目
線
か
ら
見
る
と
、
英

語
は
世
界
で
最
も
影
響
力
が
あ

り
、
様
々
な
国
の
人
と
繋
が
る

こ
と
が
で
き
る
一
つ
の
手
段
だ

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
こ
で
い
く
つ
か
活
動
を
紹

介
し
ま
す
。今
、全
学
年
で
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
は
、「
Ｐ
ｈ
ｏ

ｎ
ｉ
ｃ
ｓ
（
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ス
）」

で
す
。
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ス
は
も
と

も
と
英
語
圏
の
子
ど
も
た
ち

が
、
読
み
書
き
の
訓
練
を
す
る

た
め
の
学
習
方
法
で
す
。
英
語

特
有
の「
音
」に
少
し
で
も
慣
れ

親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、
Ｎ
ｉ

ｋ
ｉ
先
生
と
始
め
ま
し
た
。
今

で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
学
年
で

「
音
」が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

　
高
学
年
の
授
業
で
は
、
英
語

で
や
り
取
り
を
し
た
り
発
表
し

た
り
し
ま
す
。
九
月
二
〇
日
の

参
観
日
で
は
、六
年
生
が「
夏
休

み
の
思
い
出
」に
つ
い
て
英
文
を

書
き
イ
ラ
ス
ト
付
き
で
発
表
し

ま
し
た
。か
つ
て
、「
過
去
形
」と

し
て
中
学
校
で
学
習
し
て
い
た

表
現
が
、
今
で
は
六
年
生
で
学

習
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
、
生
坂
小
で
英

語
専
科
が
配
置
さ
れ
、
外
国
語

活
動
・
外
国
語
の
授
業
は
、Ａ
Ｌ

Ｔ
の
Ｎ
ｉ
ｋ
ｉ
先
生
と
二
人
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　
外
国
語
を
学
習
す
る
う
え
で

目
標
と
し
て
い
る
こ
と
が
三
つ

あ
り
ま
す
。「
英
語
に
慣
れ
親
し

む
こ
と
」、「
楽
し
く
学
べ
る
こ

と
」、「
自
分
の
思
い
や
考
え
を

英
語
で
伝
え
よ
う
と
す
る
こ

と
」
で
す
。
現
在
、母
国
語
を
英

語
と
す
る
国
に
加
え
て
、
第
二

言
語
、
第
三
言
語
と
し
て
英
語

を
使
用
し
て
い
る
国
を
合
わ
せ

る
と
、
英
語
は
世
界
最
大
の
言

六
年
生
は
緊
張
し
な
が
ら
も
、

堂
々
と
相
手
の
目
を
見
て
発
表

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
四
年
生
で
は
、
Ｎ
ｉ
ｋ
ｉ
先

生
が
洋
書
に
親
し
ん
で
も
ら
お

う
と
ア
メ
リ
カ
大
使
館
を
通
じ

て
助
成
事
業
に
申
請
し
、
様
々

な
洋
書
を
収
め
た
書
棚

〝Ik
u

sak
a's E

n
g

lish 
Library

〟
を
作
成
し
て
い
ま

す
。
完
成
は
一
一
月
中
旬
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
を

象
徴
す
る
ワ
シ
と
、
日
本
を
象

徴
す
る
タ
ヌ
キ
（
Ｎ
ｉ
ｋ
ｉ
先

生
い
わ
く
、
ア
メ
リ
カ
に
は
生

息
し
て
お
ら
ず
、
日
本
の
イ

メ
ー
ジ
が
強
い
そ
う
で
す
）、そ

し
て
地
球
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。作
成
後
は
、村
の
図
書
室
に

設
置
さ
れ
ま
す
。

　
一
年
生
・
あ
お
ぞ
ら
で
は
、異

文
化
理
解
の
た
め
Ｎ
ｉ
ｋ
ｉ
先

生
に
ア
メ
リ
カ
で
の
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
の
様
子
を
紹
介
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
マ
ス
ク
を

作
っ
て
、
職
員
室
ま
で
行
き
、

「T
rick or T

reat

」
と
言
っ

て
、シ
ー
ル
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
三
つ
の
目
標
に
向

け
て
、
Ｎ
ｉ
ｋ
ｉ
先
生
や
子
ど

も
た
ち
と
英
語
に
た
く
さ
ん
触

れ
合
っ
て
い
く
活
動
を
増
や
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ALTのNiki先生とALTのNiki先生と
外国語活動・外国語の授業外国語活動・外国語の授業

小学校だより
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き
て
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
し
、

す
ご
く
成
長
で
き
ま
し
た
。全
校

生
徒
の
皆
さ
ん
、先
生
方
、村
の

方
々
、か
し
わ
祭
に
関
わ
っ
て
く

だ
さ
っ
た
す
べ
て
の
方
々
に
感

謝
し
た
い
で
す
。本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！！

★
か
し
わ
祭
実
行
委
員
長

　小
口
真
白
さ
ん

　
第
五
四
回
か
し
わ
祭
は
、ス
ロ

ー
ガ
ン「
彩さ

い
こ
う虹 

～
三
七
の
色
で

虹
を
架
け
よ
う
～
」の
も
と
、一

人
一
人
が
自
分
の
色
を
出
し
て
、

彩さ
い
こ
う虹
の
か
し
わ
祭
に
な
り
ま
し

た
。ま
た
今
年
は
、コ
ロ
ナ
禍
の

よ
う
な
入
場
制
限
が
な
く
、多
く

の
方
々
に
三
七
人
が
全
力
で
創

り
上
げ
た
ス
テ
ー
ジ
を
見
て
い

た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。み
ん
な

で
心
を
一
つ
に
し
て
本
当
に
最

高
の
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。私

も
、か
し
わ
祭
実
行
委
員
長
が
で

★
生
徒
会
長

金
元
夢
唯
さ
ん

　
今
年
度
の
か
し
わ
祭
は
、コ
ロ

ナ
の
制
限
が
な
い
中
で
行
わ
れ
、

全
校
生
徒
が
の
び
の
び
と
発
表

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。総
合

発
表
で
は
、
各
ク
ラ
ス
が
一
学

期
、二
学
期
を
通
し
て
学
ん
で
き

た
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。昨
年

と
は
違
う
発
表
内
容
に
な
り
、ど

の
学
年
も
と
て
も
素
晴
ら
し
か

っ
た
で
す
。ま
た
、今
年
度
は
か

し
わ
祭
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
を
自
分

た
ち
で
作
詞
作
曲
す
る
な
ど
、新

た
な
試
み
も
行
っ
て
き
て
、全
校

で
一
致
団
結
し
て
で
き
て
、最
高

の
か
し
わ
祭
に
な
り
ま
し
た
。本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

★
文
化
放
送
委
員
長

　藤
澤
琴
羽
さ
ん

　
吹
奏
楽
部
発
表
で
は
、会
場
の

皆
さ
ん
に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
に
様
々
な
工
夫
を
し

て
発
表
で
き
ま
し
た
。音
楽
会
で

は
、こ
れ
ま
で
各
学
年
で
練
習
し

て
き
た
成
果
が
出
せ
た
と
思
い

ま
す
。今
年
度
は
た
く
さ
ん
の
皆

様
に
見
に
来
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
て
と
て
も
嬉
し
か
っ
た

で
す
。本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

彩彩
さいさい
　　虹虹
こうこう

～３７の色で虹を架けよう～～３７の色で虹を架けよう～
第５４回かしわ祭を終えて第５４回かしわ祭を終えて

中学校だより
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入場
無料

マイバ
ック

と上履
き　

を持っ
て

来てね
！

み～つけた！居場所

　5年度　つながりの場づくり事業

ボードゲームコーナー

みんなの学び舎

あそびば・工作コーナー

食べ物コーナー

夏休みに開催された、わいわい広場に
来て　  さった“チームつながり”の　
みなさんが再登場‼大人も子どもも
一緒に楽しめるボードゲームです♪

宿題をもってきてね。
教えてもらいながら宿題を
おわらせちゃおう！

アリーナにボールプールが出
現！その他、大きな積み木や　
ジャングルジム等…何がある　
かは、当日のお楽しみ♪
工作コーナーもあるよ！

やきそばプレゼント＆
大人気わたあめコーナー
今回もやります！
キッチンカーも来るよ。

B&G海洋センター　アリーナ

令和5年令和5年 1212 33 11:00~13:00月 日
㈰

㈰

主催：生坂村教育委員会　0263－69－2087
共催：生坂村社会福祉協議会/NPOホットライン信州　
協力：有志の皆さん　

対象　村内在住の18歳以下のお子さんとご家族

食料品や物資の無料配布・相談コーナー・お下がりコーナーもあります。

※暖かい服装でお越しください。

令和

くだ
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区
長
会
で
は
一
〇
月
一
八

日
・
一
九
日
の
両
日
、新
潟
県
方

面
で
の
視
察
研
修
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
一
八
日
は
、
公
益
財
団
法
人

上
越
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協

会
か
ら
、農
村
生
活
体
験
「
越
後

田
舎
体
験
」
の
取
り
組
み
の
説

明
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
平
成

一
〇
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の

事
業
は
、
上
越
市
と
十
日
町
市

の
二
市
で
、
様
々
な
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
地
元
の
方
や
民
間
事

業
者
な
ど
が
関
わ
っ
て
、
現
在

ま
で
取
り
組
み
が
続
い
て
い
る

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
五
年
度
か
ら
は

村
で
地
域
政
策
課
脱
炭
素
推
進

室
を
設
置
し
、五
月
に
は
、村
内

に
新
た
な
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
会

社
「
せ
き
か
わ
ふ
る
さ
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
株
式
会
社
」
を
設
立
し

て
、
新
た
な
拠
点
と
し
て
関
川

村
脱
炭
素
推
進
セ
ン
タ
ー
で
事

業
を
進
め
て
い
く
体
制
で
あ
る

と
の
事
で
し
た
。

　
関
川
村
も
、
当
村
も
同
じ
脱

炭
素
先
行
地
域
で
あ
り
、
お
互

い
に
こ
れ
か
ら
事
業
を
進
め
て

い
く
段
階
で
す
が
、
地
域
の
課

題
解
決
や
村
の
資
源
を
活
用
し

た
産
業
振
興
等
の
説
明
を
聞
い

て
、
村
の
活
性
化
へ
の
期
待
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

を
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
午
後
は
、金
物
・
ス
テ
ン

レ
ス
文
化
で
世
界
的
に
も
有
名

な
燕
三
条
の
道
の
駅
「
燕
三
条

地
場
産
業
セ
ン
タ
ー
」
を
見
学

し
ま
し
た
。当
施
設
は
、レ
ス
ト

ラ
ン
や
多
目
的
施
設
を
は
じ

め
、
Ｅ
Ｖ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
も
配

備
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
道
の
駅

と
い
う
と
農
産
物
の
直
売
を
イ

メ
ー
ジ
し
ま
す
が
、
物
産
館
で

は
、
地
域
の
金
物
や
洋
食
器
等

が
多
く
販
売
さ
れ
て
お
り
、
特

徴
的
で
し
た
。

　
一
九
日
は
、
環
境
省
の
第
二

回
脱
炭
素
先
行
地
域
事
業
の
採

択
を
受
け
た
関
川
村
を
視
察
し

ま
し
た
。関
川
村
は
、人
口
規
模

は
四
八
〇
〇
人
程
度
と
、
当
村

よ
り
人
口
規
模
は
大
き
い
も
の

の
、
高
齢
化
率
四
三
．
一
％
で
、

一
級
河
川
の
荒
川
が
流
れ
、
山

に
囲
ま
れ
た
地
域
で
あ
る
こ
と

な
ど
、
当
村
と
類
似
し
た
自
然

環
境
で
、
同
じ
脱
炭
素
を
推
進

す
る
自
治
体
で
し
た
。

事
業
説
明
で
は
、
村
の
中
心

部
で
の
太
陽
光
、
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
、地
熱
（
温
泉
熱
）
と
自
営

線
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
を
導
入

し
て
、
脱
炭
素
を
推
進
し
て
い

く
と
い
う
も
の
で
し
た
。

☆
健
康
笑
い
ヨ
ガ
教
室

　
笑
い
と
ヨ
ガ
の
呼
吸
法
を
組

み
合
わ
せ
た
誰
で
も
簡
単
に
多

く
の
酸
素
を
取
り
入
れ
て
元
気

に
な
れ
ま
す
。

一
一
月
二
八
日
（
火
）

　
午
前
一
〇
時
～

会
場
・
Ｂ
＆
Ｇ
　
二
階
会
議
室

ま
た
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

☆
地
域
未
来
塾（
中
学
生
）

　
一
二
月
　
二
日
（
土
）

　
　
　
　
　
九
日
（
土
）

各
回
と
も
午
後
一
時
一
五
分
～

会
場
・
Ｂ
＆
Ｇ 

二
階
会
議
室

☆
絵
手
紙
教
室

　
一
二
月
一
六
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
前
一
〇
時
～

会
場
・「
た
ん
ぽ
ぽ
」創
作
室

☆
健
康
麻
雀
教
室

　
一
二
月
　
一
日
（
金
）

午
後
七
時
～
九
時

会
場
・
Ｂ
＆
Ｇ 

二
階
会
議
室

☆
令
和
六
年「
二
十
歳
の
集
い
」

　
令
和
六
年
一
月
三
日（
水
）

　
会
場
・
や
ま
な
み
荘
大
ホ
ー
ル

一
一
月
下
旬
～
一
月
上
旬

公
民
館
教
室
・
社
会
教
育
、

生
涯
学
習
関
連
イ
ベ
ン
ト

区
長
会
視
察
研
修

区
長
会
視
察
研
修
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生
坂
村
で
は
、よ
り
多
く
の
村

民
の
皆
様
か
ら
、村
の
取
組
方
針

に
つ
い
て
ご
意
見
を
お
伺
い
す

る
た
め
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
実
施
期
間
は
八
月
二
五
日

（
金
）か
ら
九
月
一
一
日（
月
）ま
で

で
、村
内
の
全
世
帯
を
対
象
に
行

い
ま
し
た
。全
戸
配
布
に
よ
り
村

内
の
六
六
六
世
帯
に
配
布
し
、七

二.

六
％
に
あ
た
る
四
八
四
世
帯

か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
を
配
布
・
回
収
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
常
会
長
の

皆
様
、多
岐
に
わ
た
る
項
目
の
ア

ン
ケ
ー
ト
に
ご
回
答
い
た
だ
き

ま
し
た
村
民
の
皆
様
の
ご
協
力

に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
な
お
、ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結

果
に
つ
き
ま
し
て
は
、概
要
版
を

広
報
い
く
さ
か
一
〇
月
号
・
一
一

月
号
に
、全
編
を
村
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

★
村
Ｈ
Ｐ
は

　
こ
ち
ら
→

◀【
問
一
二
】
グ
ラ
フ

【
問
一
三
】

　「
旧
平
林
家
住
宅（
一
星
亭
）」

の
保
存
・
活
用
に
向
け
て
、村
で

活
用
方
策
を
検
討
し
て
い
る
こ

と
を
知
っ
て
い
ま
し
た
か
。

【
問
一一
】

　
国
の
登
録
有
形
文
化
財
で
あ

る「
旧
平
林
家
住
宅（
一
星
亭
）」

が
上
生
坂
地
区
に
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
い
ま
し
た
か
。

【
問
一
二
】

　「
旧
平
林
家
住
宅（
一
星
亭
）」

が
、本
村
出
身
の
法
学
者
・
加
藤

正
治
の
生
家
で
あ
る
こ
と
を
知

っ
て
い
ま
し
た
か
。

【
問
一
四
】

　「
旧
平
林
家
住
宅（
一
星
亭
）」

の
具
体
的
な
活
用
方
法
に
つ
い

て
、ど
の
よ
う
な
形
が
望
ま
し
い

と
思
い
ま
す
か
。

【
問
一
五
】

　
令
和
五
年
度
か
ら
県
の
地
域

発
元
気
づ
く
り
支
援
金
を
活
用

し
て
、
住
民
の
皆
様
と
協
働
で
、

建
物
内
部
の
片
づ
け
・
整
理
、学

習
会
や
講
演
会
な
ど
を
開
催
す

る
予
定
で
す
が
、参
加
し
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
か
。

◀【
問
一
五
】
グ
ラ
フ

【
問
一
六
】

　
あ
な
た
の
年
代
と
、将
来
の
生

坂
村
に
つ
い
て
大
事
だ
と
思
う

こ
と
や
キ
ー
ワ
ー
ド
、理
想
と
す

る
村
の
イ
メ
ー
ジ
や
希
望
・
期
待

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

※
具
体
的
な
ご
意
見
は
村
Ｈ
Ｐ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

知っていた

（ 人）

知らなかった

（ 人）

回答数： 人

知っていた

（ 人）

知らなかった

（ 人）

回答数： 人

知っていた

（ 人）

知らなかった

（ 人）

回答数： 人

観光施設

（ 人）

食堂・カフェ
（ 人）

資料館

（ 人）
子どもの居場所

（ 人）

希望しない

（ 人）

その他

（ 人）

回答数： 人

小学生

（ 人）中学生

（ 人） 高校生

（ 人）

専門学生、
大学生等
（ 人）

社会人

（ 人）

その他 （ 人）

回答数： 人

参加して
みたい

（ 人）

参加したくない

（ 人）

回答数： 人

令
和
五
年
度

令
和
五
年
度  

村
政
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の

村
政
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

◀【
問
二
】
グ
ラ
フ

【
問
三
】

　
脱
炭
素
事
業
全
般
に
関
す
る

意
見
や
要
望
に
つ
い
て（
複
数
回

答
、自
由
記
入
）

【
問
一
】

　
生
坂
村
に
、
太
陽
光
発
電
や

小
水
力
発
電
、木
質
バ
イ
オ
マ
ス

の
活
用
な
ど
、脱
炭
素
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
は
必
要
だ
と
思

い
ま
す
か
。そ
れ
と
も
、不
必
要

だ
と
思
い
ま
す
か
。

【
問
二
】

　
現
在
、
冬
場
に
各
家
庭
で
使

用
し
て
い
る
石
油
ス
ト
ー
ブ
な

ど
化
石
燃
料
を
使
用
し
た
暖
房

機
器
を
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ス

ト
ー
ブ
に
転
換
す
る
場
合
、ど
の

燃
料
材
を
希
望
し
ま
す
か
。
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⽉
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業
務 

　
　
　
　
　
小
澤
寿
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生
坂
村
の
半
年
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振
り
返
り

冬野菜の準備中冬野菜の準備中

新しい家族新しい家族

家族みんなで作業家族みんなで作業

お手伝いお手伝い

純
粋
な
喜
び
を

で
き
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
に
も
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令和５年度令和５年度
松くい虫空中散布松くい虫空中散布
安全確認調査報告安全確認調査報告

１．調査の概要

有人ヘリコプターによる薬剤空中散布の影響をみるため、薬剤散布区域近隣の４箇所において大気及び水
を採取し、薬剤散布の成分を分析しました。大気の採取は古坂・鷺の平・上ノ原の３箇所において各８回合計
２４回、水の採取は湯ノ沢水源地１箇所において８回行いました。
①調査日時
松くい虫空中散布は令和５年６月23日（金）に行われました。大気の採取は、薬剤散布前の６月22日（木）
から散布４日後の６月27日（火）までそれぞれの地点で８回行いました。また、水の採取は、薬剤散布前の６
月22日（木）から散布２ヶ月後の８月23日（水）まで行いました。
②調査項目
空中散布で使用された農薬（エコワン３フロアブル：ネオニコチノイド系殺虫剤）の主成分チアクロプリド
１項目を測定分析対象としました。

２．調査結果

①気中濃度
大気中の薬剤成分を分析した結果は以下のとおりです。分析項目のチアクロプリドは、24検体（３箇所×
８検体）全て、定量下限値（０．０５μｇ／㎥）未満でした。

調査日等 調査地点 結果

散布前 6月22日（木） 日中

古坂 0.05未満

鷺の平 0.05未満

上ノ原 0.05未満

散布当日 6月23日（金）

散布中

古坂 0.05未満

鷺の平 0.05未満

上ノ原 0.05未満

散布直後

古坂 0.05未満

鷺の平 0.05未満

上ノ原 0.05未満

日中

古坂 0.05未満

鷺の平 0.05未満

上ノ原 0.05未満
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②水中濃度
測定分析した結果は以下のとおりです。分析項目のチアクロプリドは、散布前から散布２ヶ月後まで、８検

体全て定量下限値（０．０００１ｍｇ／㍑）未満でした。

松くい虫防除のために空中散布された薬剤の影響を把握する目的で行った、散布前後の薬剤成分チアクロ
プリドの気中及び水中濃度の測定分析結果は、いずれも定量下限値未満で全て推定気中濃度評価値及び水質
保留基準を下回っていました。
　このことから、調査地点付近においては、薬剤散布による人の健康を害するような影響はなかったものと
考えられます。

調査日等 調査地点 結果

散布翌日 6月24日（土）

早朝

古坂 0.05未満

鷺の平 0.05未満

上ノ原 0.05未満

日中

古坂 0.05未満

鷺の平 0.05未満

上ノ原 0.05未満

散布2日後 6月25日（日） 日中

古坂 0.05未満

鷺の平 0.05未満

上ノ原 0.05未満

散布4日後 6月27日（火） 日中

古坂 0.05未満

鷺の平 0.05未満

上ノ原 0.05未満

調査日等 結果（mg/L） 天候 気温（℃） 水温（℃） 

散布前 6月22日（木） 0.0001未満 雨 17.0 12.0

散布当日 6月23日（金） 0.0001未満 曇り 23.0 13.0

散布翌日 6月24日（土） 0.0001未満 晴れ 21.5 13.0

散布2日後 6月25日（日） 0.0001未満 曇り 23.0 11.0

散布5日後 6月28日（水） 0.0001未満 晴れ 30.0 12.0

10mm以上降雨後 7月 2日（日） 0.0001未満 雨 19.0 11.0

散布1 ヶ月後 7月23日（日） 0.0001未満 晴れ 23.0 11.0

散布2 ヶ月後 8月23日（水） 0.0001未満 曇り 29.0 13.2

15



生活排水の処理について（　　　　）台所や洗濯、風呂、
トイレから流す排水

　村内における生活排水処理施設は、農業集落
排水施設のような集合処理施設と、合併浄化槽
による個別処理施設の大きく２つに分けられます。
　農業集落排水施設は、道路等に下水管を埋
設して、流末に処理施設を設けて浄化した後に
川へ放流します。浄化槽は各戸に埋設した槽で
生活排水を浄化し水路や川へ流しています。

　農業集落排水への接続や合併浄化槽を設置し
た場合、家のまわりに汚れた水がたまらないので、
悪臭がなく、害虫や伝染病の発生を予防できます。
　また、生活雑排水等が浄化処理されることによ
り、川や海の水質汚濁を防ぐことができます。
　村では美しい自然環境を守るため、農業集落
排水への接続と合併浄化槽の設置を推進してい
ます。

浄化槽は大きく合併処理浄化槽と単独処理浄化槽に分かれています。

　村では、合併処理浄化槽を設置する方に対して、予算の範囲内において補助金を交
付しますので、希望される方は役場振興課までお問い合わせください。

●合併処理浄化槽とは…

生坂村下水道事業整備計画図

浄化槽について

補助金例：５人槽の合併浄化槽設置 …… ４００，０００円

●単独処理浄化槽とは…

　トイレや台所、風呂場、洗濯機などから
の生活排水を一緒に処理する浄化槽で、現
在はこの方式が一般的になりつつあります。

　し尿のみを処理する浄化槽で、台所や風
呂場、洗濯機などからの排水による水質汚
濁により平成 13 年 4 月 1日から、製造販売
が禁止され、単独処理浄化槽の新設は禁止
となりました。

農業集落排水事業

農業集落排水施設

個人設置型浄化槽
整 備 区 域
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村内において農業集落排水を使用できる区域は、次の区域となります。

※新規に農業集落排水施設を利用するためには、公共マス（宅内最終マス）の設置が必
要です。新築等により接続をお考えの際には、事前にご相談をお願いします。

農業集落排水について

施設を大切に利用するために、今後とも村民のみなさまのご理解ご協力を
お願いいたします。

　農業集落排水は、私たちの生活になくてはならないものです。実際に水に溶けない大きなゴ
ミが原因で、処理施設のポンプが停止してしまう事案が発生しています。
　日ごろから汚水の流し方に十分注意するとともに、定期的に自宅のマスを覗いて排水設備の
清掃管理をお願いします。

農業集落排水の正しい使い方

【供用を開始している区域】
・下生野区（池沢除く）     ・上生坂区（小舟除く）    ・草尾区（牛沢、袖山、長谷久保除く）

お風呂・洗濯

トイレ

その他

台　所

　洗剤は適正な量を使用しましょう。髪の毛や石鹸などの固形物を流すと、固まって
宅内のマスや排水管が詰まる原因となります。
　排水口の目皿等は定期的に清掃しましょう。

　飲み残したスープなど油を多く含むものはなるべく流さないようにしましょう。ど
うしても流す場合は冷めてから流してください。
　てんぷら油は、新聞紙やボロ布などに含ませて燃えるゴミとして処理しましょう。
排水口にゴミ取りネットを取り付け、生ゴミなど固形物を流さないようにしましょう。

　野菜に付いた泥や砂を流すと、排水管を傷めてしまいます。土砂が流れ込まないよう
に注意しましょう。また、アルコールやガソリン類を流すと処理施設に支障をきたしま
すので、不用なものは流さないようにしましょう。
（注意）雨どいは絶対に農業集落排水につながないでください。

トイレットペ－パ－以外の紙、異物などを流さないようにしましょう。
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先
月
の
お
話
。

『
探
し
物
は
何
で
す
か
？
見

つ
け
に
く
い
も
の
で
す
か
♪
』

と
い
う
井
上
陽
水
さ
ん
の
歌
詞

が
あ
り
ま
す
が
、
私
は
出
荷
を

待
つ
側
な
の
で
、『
私
待
つ
わ
、

い
つ
ま
で
も
待
つ
わ
』
と
い
う

あ
み
ん
の
歌
詞
の
心
境
の

日
々
。

時
代
は
令
和
で
す
が
、
駅
長

の
頭
の
中
は
平
成
よ
り
も
一
昔

前
、
昭
和
の
音
楽
が
駆
け
巡
り

ま
す
。

今
年
の
夏
か
ら
秋
に
か
け
て

お
日
様
が
と
て
も
頑
固
だ
っ
た

よ
う
で
、
雨
が
降
っ
た
の
は
数

日
？
数
時
間
？

結
果
と
し
て
、
雨
が
わ
ず
か

し
か
降
ら
な
か
っ
た
生
坂
村
で

は
、
秋
の
味
覚
の
松
茸
の
出
荷

が
一
〇
月
二
三
日
時
点
で
ま
さ

か
の
「
ゼ
ロ
」。

村
内
の
ハ
ウ
ス
で
ス
ク
ス
ク

と
育
て
ら
れ
て
い
る
「
新
鮮
サ

ラ
ダ
野
菜
」
な
ど
続
々
と
。

 

寒
い
中
わ
ざ
わ
ざ
来
村
し
て

く
だ
さ
る
お
客
様
に
「
生
坂
村

産
の
底
力
」
を
知
っ
て
い
た
だ

き
、
食
卓
で
美
味
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま
す
。

あ
っ
、
来
年
の
松
茸
・
・
・

『
倍
返
し
だ
っ
！
』（
笑
）

生
産
者
組
合
の
皆
様
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

昨
年
は
、
出
足
が
鈍
か
っ
た

も
の
の
シ
ー
ズ
ン
中
二
百
本
以

上
の
出
荷
が
あ
っ
た
松
茸
。
で

す
が
、「
待
ち
人
来
た
ら
ず
」
な

ら
ぬ「
待
ち
キ
ノ
コ
来
た
ら
ず
」

の
秋
で
し
た
。

 

駅
長
降
参
。

と
は
い
え
、
今
は
閑
散
期
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
生
坂
村

の
美
味
し
い
も
の
が
な
い
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
朝
晩
の
冷
え
込
み
も
厳
し
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
加
工
施
設
で
は
、こ
の
時
季
に

な
る
と
恒
例
の
野
沢
菜
漬
け
を

行
い
ま
す
。今
年
は
記
録
的
な
暑

さ
と
雨
不
足
も
あ
り
、例
年
通
り

野
沢
菜
の
調
達
が
で
き
る
の
か

心
配
を
し
ま
し
た
。「
お
じ
さ
ま

倶
楽
部
」の
皆
さ
ん
も
、天
候
不

順
等
に
よ
り
栽
培
に
大
変
ご
苦

労
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。そ
の
状
況
の
な
か
で
、毎
年

立
派
な
野
沢
菜
を
届
け
て
い
た

だ
き
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
漬
け
込
み
は
、二
回
に
分
け
て

行
い
ま
す
。野
沢
菜
が
曲
が
ら
な

い
様
に
気
を
付
け
て
野
沢
菜
を

並
べ
る
人
、ゆ
っ
く
り
塩
が
し
み

込
む
よ
う
に
踏
み
込
む
人
と
分

か
れ
、
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら

順
々
に
し
っ
か
り
と
漬
け
込
ん

で
い
き
ま
す
。一
日
か
け
て
作
業

を
し
て
い
る
と
、肩
、腰
、足
が
痛

く
な
っ
て
き
ま
す
が
、一
生
懸
命

作
業
を
し
た
後
は
ほ
っ
と
し
て
、

清
々
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　
一
二
月
か
ら
二
月
末
ま
で
の

予
定
で
、期
間
限
定
で
野
沢
菜
の

お
や
き
を
予
約
販
売
し
て
い
ま

す
。ま
た
、野
沢
菜
の
お
ま
ん
じ

ゅ
う
は
一
年
中
販
売
し
て
お
り
、

お
店
で
も
、出
張
販
売
で
も
人
気

の
高
い
商
品
で
す
。長
野
県
な
ら

で
は
の
野
沢
菜
で
す
の
で
、ぜ
ひ

味
わ
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。

　
一
か
月
ほ
ど
し
た
ら
味
付
け

が
始
ま
り
ま
す
。そ
れ
ま
で
に
、

し
っ
か
り
と
漬
か
り
込
ん
で
美

味
し
く
な
あ
れ
！

道
の
駅
い
く
さ
か
の
郷
だ
よ
り

道
の
駅
い
く
さ
か
の
郷
だ
よ
り

野
沢
菜
漬
け
作
業

か
あ
さ
ん
家

　
遠 

藤  

正 

美

こ
れ
か
ら
で

て
く
る
の
は
、

意
外
と
知
ら
れ

て
い
な
い
「
キ

ウ
イ
フ
ル
ー

ツ
」、冬
場
の
定

番
名
物
「
干
し

柿
」。昨
年
テ
レ

ビ
で
取
り
上
げ

て
も
ら
っ
た

「
ジ
ャ
ン
ボ

キ
ャ
ベ
ツ
」
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【
問
一
】
森
林
を
所
有
し
て
い
る

か【
問
二
】所
有
す
る
森
林
の
経
営・

管
理
は
ど
う
し
て
い
る
か

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
長
野
で
は
園
芸

施
設
共
済
へ
の
加
入
を
お
勧
め

し
て
い
ま
す
。
風
害
や
雪
害
等

の
自
然
災
害
を
は
じ
め
、
火
災
、

破
裂
、
爆
発
、
車
両
の
飛
び
込

み
、
鳥
獣
害
が
対
象
事
故
と
な

り
ま
す
。

　
補
償
内
容
は
、
選
択
す
る
特

約
に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
、
古

い
ハ
ウ
ス
で
も
新
築
時
の
価
値

ま
で
補
償
、
小
さ
な
損
害
か
ら

の
補
償
、
大
き
な
損
害
の
み
の

補
償
な
ど
状
況
に
合
わ
せ
た
リ

ス
ク
に
備
え
ら
れ
ま
す
。

【
問
三
】十
年
間
の
間
に
所
有
す

る
森
林
の
整
備
を
行
っ
た
か

【
問
四
】所
有
す
る
森
林
の
経
営・

管
理
を
今
後
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か

　
園
芸
施
設
共
済
は
、
掛
金
の

半
分
を
国
が
負
担
し
て
お
り
、

無
事
故
が
続
く
場
合
は
掛
金
が

最
大
五
割
引
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
集
団
で
加
入
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
よ
り
、
更
に
割
引
さ

れ
る
仕
組
み
で
す
。

　
近
年
は
、
過
去
に
例
を
み
な

い
自
然
災
害
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
万
が
一
に
備
え
園
芸
施
設

共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。
詳

し
く
は
組
合
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

長
野
県
農
業
共
済
組
合

安
曇
野
支
所

☎︎
〇
二
六
三-

七
二-

五
一
九
二

森
林
所
有
者
意
向
調
査
へ
の
ご
協
力

森
林
所
有
者
意
向
調
査
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

園
芸
施
設
共
済

園
芸
施
設
共
済

あ
な
た
の
大
切
な
ハ
ウ
ス
を
災
害
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
！

あ
な
た
の
大
切
な
ハ
ウ
ス
を
災
害
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
！

回答数：422

人  

回答数：216

人  

回答数：２１９

人  

回答数：１８９

回答数：422

人  

回答数：216

人  

回答数：２１９

人  

回答数：１８９

回答数：422

人  

回答数：216

人  

回答数：２１９

人  

回答数：１８９

回答数：422

人  

回答数：216

人  

回答数：２１９

人  

回答数：１８９

■入札結果（10月）� （単位：千円）

担当課
入札日 種�別 事　業　名 実施・納品場所 落�札�業�者 落札価格

振興課
10月23日 工事 令和５年度

下生野地区送水管布設工事 下生野 （有）石川組 33,660

振興課
10月23日 工事 令和５年度

上生坂梅月地区配水管布設替工事 上生坂　梅月 平林建設（株） 9,130
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歯
周
病
対
策

生
活
習
慣
の
改
善
で
予
防

　
歯
周
病
は
、
糖
尿
病
や
高
血

圧
な
ど
と
同
じ
く
「
生
活
習
慣

病
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
歯
周
病
の
確
実
な
リ
ス
ク

は「
喫
煙
」
と「
糖
尿
病
」
で
す

が
、そ
の
他
に
も
ス
ト
レ
ス
や
歯

ぎ
し
り
、不
規
則
な
生
活
、食
生

活
の
乱
れ
な
ど
が
関
係
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

禁
煙
で
リ
ス
ク
を
減
ら
す

　
喫
煙
者
は
歯
周
病
に
か
か
り

や
す
く
、
治
療
を
し
て
も
治
り

に
く
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。
タ
バ
コ
を
吸
う
人
は
吸
わ

な
い
人
に
比
べ
て
二
～
八
倍
歯

周
病
に
な
り
や
す
く
、
喫
煙
本

数
が
増
え
る
ほ
ど
、
進
行
し
た

歯
周
病
に
な
っ
て
い
く
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、ヘ
ビ
ー
ス
モ
ー
カ
ー

で
あ
っ
て
も
禁
煙
す
る
こ
と
で

歯
周
病
の
リ
ス
ク
が
低
下
す
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の

た
め
、
喫
煙
者
の
歯
周
病
治
療

ち
で
す
。
お
口
を
閉
じ
る
力
を

鍛
え
ま
し
ょ
う
。

歯
ぎ
し
り
、食
い
し
ば
り

　
歯
ぎ
し
り
や
食
い
し
ば
り
が

あ
る
と
、特
定
の
歯
や
、そ
の
周

囲
の
歯
ぐ
き
・
歯
槽
骨
な
ど
の

歯
周
組
織
に
強
い
力
が
か
か
り

続
け
、
歯
が
ぐ
ら
つ
く
よ
う
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
原
因
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
噛
み
合
わ
せ
の
不

具
合
や
ス
ト
レ
ス
な
ど
が
関
係

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
起
き
て
い
る
と
き
に
食
い
し

ば
り
を
し
て
し
ま
う
人
は
、で
き

る
だ
け
リ
ラ
ッ
ク
ス
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。ま
た
、
夜
眠
っ
て
い

る
間
に
歯
ぎ
し
り
を
す
る
人
に

は
、マ
ウ
ス
ピ
ー
ス（
ナ
イ
ト
ガ

ー
ド
）な
ど
を
お
口
の
中
に
装
着

す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
嚙
み

合
わ
せ
の
不
具
合
が
原
因
の
場

生
坂
村
歯
科
診
療
所

に
は
禁
煙
が
必
須
で
す
。

乳
房
イ
チ
ョ
ウ
の
黄
金
の

じ
ゅ
う
た
ん
を
今
年
も
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。山
々
の
赤
色
と

相
ま
っ
て
素
晴
ら
し
い
生
坂
の

晩
秋
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
や
ま
な
み
荘
で
は
一
一
月
の

フ
ェ
ア
と
し
て「
新
そ
ば
ま
つ

り
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。「
海

老
と
舞
茸
の
天
そ
ば
御
膳
」
は

期
間
限
定
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

　
今
年
の
ひ
す
い
そ
ば
は
、
収

穫
量
が
多
く
、
は
っ
き
り
と
緑

色
に
色
づ
い
た
、の
ど
越
し
の
良

い
そ
ば
で
す
。ま
た
、「
あ
っ
た
か

フ
ェ
ア
」
と
し
ま
し
て「
チ
ゲ
ラ

ー
メ
ン
」
と「
鍋
焼
き
う
ど
ん
」

を
ご
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、「
海
鮮
丼
」は
、水
産

物
を
積
極
的
に
利
用
し
て
、
東

日
本
大
震
災
の
被
災
地
の
復
興

を
応
援
す
る
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て

ご
提
供
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

賞
味
く
だ
さ
い
。

　
忘
年
会
の
プ
ラ
ン
と
し
ま
し

て
、八
〇
〇
〇
円
の
黒
毛
和
牛
の

す
き
焼
き
鍋
と
海
鮮
鍋
、
六
〇

〇
〇
円
の
寄
せ
鍋
と
豚
す
き
焼

き
鍋
の
計
四
種
類
の
コ
ー
ス
が

あ
り
、
個
人
鍋
の
会
席
料
理
と

し
て
ご
提
供
し
ま
す
。宴
会
で
一

〇
人
、宿
泊
で
八
人
以
上
ご
利
用

い
た
だ
き
ま
す
と
、幹
事
さ
ん
一

名
分
の
料
理
代
を
サ
ー
ビ
ス
し

ま
す
。さ
ら
に
、乾
杯
時
に
地
酒

小
徳
利
一
本
ま
た
は
巨
峰
ジ
ュ

ー
ス
一
杯
を
サ
ー
ビ
ス
し
ま
す
。

職
場
の
お
仲
間
や
、
地
区
の
皆

様
な
ど
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

歯
っ
ぴ
ー
た
い
む

ゆ
の
ん
び
り

湯
っ
た
り

や
ま
な
み
荘

食
事
は
規
則
正
し
く

よ
く
噛
ん
で

　
甘
い
も
の
を
ダ
ラ
ダ
ラ
食
べ

な
い
こ
と
は
、
歯
周
病
や
む
し

歯
だ
け
で
な
く
肥
満
の
予
防
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。
肥
満
は
歯

周
病
と
の
関
連
が
深
い
糖
尿
病

の
リ
ス
ク
を
高
め
る
最
大
の
要

因
で
あ
り
、
肥
満
自
体
も
歯
周

病
の
リ
ス
ク
に
な
る
可
能
性
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
嚙
み
応
え
の
あ
る
食
材
を
よ

く
噛
ん
で
食
べ
る
と
唾
液
の
分

泌
が
促
進
さ
れ
る
た
め
歯
垢
の

増
殖
予
防
に
も
な
り
ま
す
。

口
呼
吸
か
ら
鼻
呼
吸
へ

　
私
た
ち
は
ふ
だ
ん
鼻
か
ら
呼

吸
を
し
て
い
ま
す
。
鼻
は
細
菌

な
ど
の
異
物
が
体
内
に
入
っ
て

く
る
の
を
防
ぐ
「
天
然
マ
ス
ク
」

な
の
で
、
鼻
で
呼
吸
す
る
こ
と

が
病
気
の
予
防
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
口
呼
吸
に
な
る
と
口

の
中
が
乾
燥
し
、
歯
周
病
や
む

し
歯
、口
臭
な
ど
の
発
生
に
つ
な

が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

お
口
が
開
い
た
ま
ま
の
ポ
カ

ン
口
の
人
は
、口
呼
吸
に
な
り
が

合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
一

度
歯
医
者
さ

ん
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

海老と舞茸の天そば御膳（ざるそば）

20



精精神神科科医医師師にによよるる こここころろのの相相談談会会 ののおお知知ららせせ（（無無料料相相談談会会））

●眠れない、食欲がない、人の目が気になる、消えてしまいたい等 こころの不調

●認知症、軽い物忘れ、気分の落ち込み、被害的な気持ち等 高齢者のこころの不調

●アルコール、薬物、ギャンブル等 家族・親戚・自身が依存している気がする

●子どもがゲームや ばかりしている、学校に行きづらくなった等 お子さんの悩み

●子どもは可愛いが、毎日憂鬱、育児が辛いなど 産後の気持ちの変化

●その他 こころの悩み

精神科、心療内科に受診するのは気がひける、

とりあえず話をきいてほしいなど、些細なことでも、お気軽にお問合せ下さい。

日時：１２月１９日（火） 時半から 組３０分 ３組まで

（詳しい時間については、申込み時にお伝えします）

場所：生坂村健康管理センター（状況に応じて自宅訪問も行えます）

申込み： 月 日（金）までに、生坂村役場 健康福祉課 健康管理センター

保健師までご連絡ください ☎ －

※相談会には、村の保健師が同席します

住民基本台帳の閲覧状況を公表します
住民基本台帳法並びに、住民基本台帳の閲覧等に関する省令に基づき、昨年 月１日から今年 月 日

までの閲覧状況を公表します。

閲覧年月日 閲覧者（受託者） 閲覧目的 閲 覧 対 象

令和５年

４月 日

自衛隊

長野地方協力

本部長

自衛官募集のため

・平成 年 月 日から平成 年 月 日

までの間に生まれた男性及び女性

・平成 年 月 日から平成 年 月 日

までの間に生まれた男性及び女性

◆住民基本台帳とは？

個人の氏名や生年月日、住所など法律で定められた事項を
記録したものが住民票、一人ひとりの住民票をまとめたもの
が住民基本台帳です。

住民基本台帳は、全国の市区町村で作成され、国民健康保
険や国民年金、選挙人名簿の作成など、市区町村が行う各種
行政サービスの基礎として活用されています。

◆住民基本台帳の閲覧とは？

住民基本台帳法に基づき、住民基本台帳の

一部の写しの閲覧を行っています。

これは、法律に定められた正当な目的であ

れば、住所、氏名、生年月日、性別が記載さ

れた閲覧簿を見ることができる制度です。
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予防接種は、その病気の発症や重症化予防、
また、まん延防止（周りの人を守る）のために行います。

公費（無料）でできる年齢は、ワクチンの種類ごとに期限が決められています。
手元に未使用の接種券（予診票）がある方は、
期限内に受けるようお願いします。

お子さんの予防接種は、お済みですか？

① ヒブ・小児肺炎球菌・四種混合（ジフテリア・破傷風・百日咳・ポリオ）

＊いずれも乳児期に３回接種した後、１歳過ぎてから４回目の接種を受けます。

② 水痘（水ぼうそう）

＊半年の間隔を空けて２回接種をします。 歳になる前日までに２回目接種を忘れずに。

③ 日本脳炎

＊３歳児に２回（Ⅰ期初回）、１年後に１回（Ⅰ期追加）、Ⅰ期追加接種の約５年後に
１回（Ⅱ期）と、計４回接種します。

④ ヒトパピローマ（子宮頸がん）ウイルス
＊ 価 シルガード が公費接種となりました。

＊小学校 年～高校 年の間（標準接種開始時期は中学 年時）に 回接種します。
２回目終了後、半年の間隔を空けて接種となりますので、接種開始時期に気を付けて
ください。

＊キャッチアップ接種の対象の方は令和 年 月までに初回接種を終わらせてください。

① （麻しん（はしか）・風しん）

＊１歳～２歳になる前日までの１年、就学前の１年の間に計２回接種します。

② 水痘（水ぼうそう）

＊１歳～３歳になる前日までの２年間で、半年の間隔を空けて２回接種します。

③ （ジフテリア・破傷風）

＊ 歳～ 歳になる前日までの間に 回接種します。村では、小学校 年時に
接種券を発送しています。

間隔を空けて複数回接種する必要があるもの

公費で受けられる期間が比較的短いもの

いま一度、お子さんの母子健康手帳の予防接種欄を
ご確認ください。

未接種のものがあり、接種券が手元にない場合は、
再発行をしますので、
までご連絡ください。

健康管理センター（☎ ）
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　この検査は、首の左右にある、心臓から頭に向かう大きな動脈を画像で見るものです。

動脈硬化による血管の変化や、脳卒中・心筋梗塞の原因となる、血管内のゴミ（血の塊）

を確認することができます。

　今年度も、加入保険に関わらず、50歳以上の住民の皆様を対象に希望者を募ります。

血管健診（頸動脈超音波検査）で、血管の変化を見てみませんか？

50 歳以上の住民の皆様へ

●健診日時 令和６年１月 1８日（木）　午前９時～午後３時（予定 )　　

●会　　場 生坂村健康管理センター

●受 診 料 2,750 円

●申込方法 健康管理センターへ電話で申込み下さい。　　　☎６９－３５００

●申込期間 令和５年 12月１日（金）～ 12月８日（金）

●受付時間 9 時～ 17時　※上記期間・時間外は受付できません。

●定　　員　 先着 30名　　過去 2年以内に同検査を受け、判定がA・Bの方は対象外
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減塩食＝味の薄いおいしくない食事と思いがちですが、塩分を減らすだけでなく、様々な工夫で

おいしく食べることができます。今回はそんな食事について紹介したいと思います。

〇 減塩のヒント 〇

１ 塩分量を知り、塩分量の多い食品をひかえましょう

２ 減塩の調味料や加工品を活用しましょう

３ パンや麺類などの塩分が含まれている主食より、米を食べましょう

４ 麺類を食べるときは、汁を残しましょう

５ 野菜、果物、海藻類などをたくさん取るように心がけましょう

６ 調味料を使うときは、かけるより、食材の表面につけるようにしましょう

７ 味噌汁などの汁物は具だくさんにしましょう

８ だしを効かせて旨味を感じながら、食べましょう

９ 香辛料や酸味、香味野菜を使いましょう ～高血圧治療ガイドライン より～

今回のおすすめレシピ

ブロッコリーと海老のシーザーサラダ
 

 
1人分 栄養価

（エネルギー140Kcal たんぱく質 15.4ｇ 脂質 7.4ℊ 糖質 3.3ｇ  食塩相当量 0.6ｇ）

作り方

① ブロッコリーは食べやすい大きさに切り、

茹でてザルにあげておく。えびは背ワタを

取り除き、茹でておく。

② ボウルに の材料を入れる。①のブロッ

コリーとエビの水気をよく切って加え、

よく混ぜ合わせる。

③ 器に盛って、粗びきこしょうを振る。

材料（２人分）

ブロッコリー １５０ｇ

えび １００ｇ

マヨネーズ 大さじ１

Ａ 粉チーズ 大さじ１

すりおろしにんにく

小さじ１ ２

粗びきこしょう 適宜

★減塩でもおいしく食べよう★

すりおろしにんに

く、粗びきこしょ

うを使うことで、

減塩できます。
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　「
障
害
者
週
間
」は
、国
民
一
人

ひ
と
り
が
広
く
障
が
い
者
の
福

祉
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を

深
め
る
と
と
も
に
、障
が
い
者
が

社
会
、経
済
、文
化
そ
の
他
あ
ら

ゆ
る
分
野
の
活
動
に
積
極
的
に

参
加
す
る
意
欲
を
高
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
週
間
で
す
。

　
こ
の
機
会
に「
共
生
社
会（
障

が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
誰
も

が
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
支
え

合
う
社
会
）」の
実
現
に
向
け
て
、

一
人
ひ
と
り
が
普
段
の
生
活
の

中
で
自
ら
実
施
で
き
る
配
慮
や

て
い
ま
す
が
、差
別
を
な
く
し
て

い
く
こ
と
は
す
べ
て
の
人
に
求

め
ら
れ
る
責
務
で
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
法
律
で
は
、障
が
い
を
理

由
と
す
る
差
別
と
し
て「
不
当
な

差
別
的
取
扱
い
」及
び「
合
理
的

配
慮
の
不
提
供
」の
二
つ
を
定
め

て
い
ま
す
。

工
夫
に
つ
い
て
考
え
、取
り
組
ん

で
い
き
ま
せ
ん
か
。

を
し
た
人
を
特
定
す
る
情
報
は

守
ら
れ
ま
す
。

【
相
談
・
通
報
先
】

生
坂
村
健
康
福
祉
課（
健
康
管

理
セ
ン
タ
ー
）

☎
六
九-

三
五
〇
〇

　
一
〇
月
二
九
日（
日
）に
生
坂

支
部
の
ペ
イ
ン
ト
作
戦
を
二
年

ぶ
り
に
村
内
全
域
で
行
い
ま
し

た
。年
月
の
経
過
に
よ
り
、か
す

れ
て
し
ま
っ
た
停
止
線
や「
止
マ

レ
」の
標
示
を
分
か
り
や
す
い
よ

う
白
線
で
き
れ
い
に
書
き
直
し

た
ほ
か
、雨
風
に
さ
ら
さ
れ
見
え

に
く
く
な
っ
た
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

を
磨
き
、周
辺
の
樹
木
の
枝
の
伐

採
や
、ク
モ
の
巣
を
取
り
払
う
な

ど
、よ
り
安
全
に
交
通
で
き
る
よ

う
活
動
し
ま
し
た
。

　
理
事
の
皆
様
に
は
早
朝
よ
り

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
日
が
落
ち
る
の
も
早
い
時
期

と
な
り
ま
し
た
。早
め
に
ラ
イ
ト

を
点
灯
す
る
な
ど
、皆
様
に
は
よ

り
一
層
交
通
安
全
に
努
め
て
い

た
だ
き
、交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指

一
二
月
三
日
か
ら
九
日
は
「
障
害
者
週
間
」
で
す

一
二
月
三
日
か
ら
九
日
は
「
障
害
者
週
間
」
で
す

障
が
い
者
を
虐
待
か
ら
守
り

ま
し
ょ
う

　
障
が
い
者
の
虐
待
は
、特
定
の

人
や
家
庭
、場
所
で
は
な
く
、ど

こ
の
家
庭
で
も
起
こ
り
う
る
問

題
で
す
。
虐
待
を
し
て
い
る
人

に
、虐
待
を
し
て
い
る
認
識
が
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、虐

待
を
さ
れ
て
い
る
人
が
虐
待
だ

と
認
識
で
き
ず
に
、自
分
か
ら
被

害
を
訴
え
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、一
人
ひ
と

り
が
こ
の
問
題
を
認
識
し
、小
さ

な
兆
候
を
見
逃
さ
ず
に
早
期
に

発
見
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
虐
待
か
ど
う
か
の
判
断
が
難

し
い
場
合
で
も「
何
か
困
っ
て
い

る
よ
う
だ
」「
様
子
が
い
つ
も
と

違
う
」と
い
っ
た
気
づ
き
で
も
結

構
で
す
の
で
情
報
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。な
お
、通
報
や
届
け
出

障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別

を
な
く
し
ま
し
ょ
う

　
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
差
別

を
な
く
す
こ
と
で
、障
が
い
の
あ

る
人
も
な
い
人
も
分
け
隔
て
な

く
生
活
で
き
る
こ
と
を
め
ざ
し

て
、平
成
二
八
年
四
月
に「
障
害

者
差
別
解
消
法
」
が
施
行
さ
れ

ま
し
た
。こ
の
法
律
は
、行
政
機

関
や
民
間
事
業
者
を
対
象
と
し

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
知
っ
て
い

ま
す
か
？

　
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
は
、周
囲
の
人

か
ら
の
援
助
を
必
要
と
し
て
い

る
人
が
身
に
つ
け
、周
囲
か
ら
配

慮
を
受
け
や
す
く
な
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
マ
ー
ク
で
す
。こ
の

マ
ー
ク
を
見
か
け
た
ら
、バ
ス
な

ど
で
席
を
譲
っ
た
り
、困
っ
て
い

る
よ
う
で
あ
れ
ば
声
を
か
け
た

り
す
る
な
ど
、思
い
や
り
の
あ
る

行
動
を
お
願
い
し
ま
す
。こ
の
マ

ー
ク
は
、役
場
窓
口
と
健
康
福
祉

課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

安
曇
野
交
通
安
全
協
会

安
曇
野
交
通
安
全
協
会

生
坂
支
部
の
活
動
報
告

生
坂
支
部
の
活
動
報
告

し
て
い
た

だ
き
ま
す

よ
う
お
願

い
申
し
上

げ
ま
す
。
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〈
日
本
と
地
震
〉

　
地
震
と
は
、地
下
で
起
き
る
岩

盤（
プ
レ
ー
ト
）の「
ず
れ
」に
よ

り
発
生
す
る
現
象
で
す
。日
本
周

辺
で
は
、海
の
プ
レ
ー
ト
で
あ
る

太
平
洋
プ
レ
ー
ト
、フ
ィ
リ
ピ
ン

海
プ
レ
ー
ト
が
、陸
の
プ
レ
ー
ト

で
あ
る
北
米
プ
レ
ー
ト
や
ユ
ー

ラ
シ
ア
プ
レ
ー
ト
の
方
へ
一
年
あ

た
り
数
㎝
の
速
度
で
動
い
て
お

り
、陸
の
プ
レ
ー
ト
の
下
に
沈
み

込
ん
で
い
ま
す
。こ
の
た
め
、日

本
周
辺
で
は
、複
数
の
プ
レ
ー
ト

に
よ
っ
て
複
雑
な
力
が
か
か
っ

て
お
り
、世
界
で
も
有
数
の
地
震

多
発
国
と
な
っ
て
い
ま
す
。

の
受
電
部
分
や
蓄
電
池
の
遮
断

器
を
切
っ
て
か
ら
避
難
し
ま
し

ょ
う
。家
人
が
避
難
中
に
停
電
か

ら
復
旧
し
た
際
、火
災
が
発
生
し

て
も
発
見
が
遅
れ
て
火
災
が
広

が
っ
て
し
ま
う
危
険
が
あ
り
ま

す
。最
後
に
、共
助
の
心
を
持
ち

ま
し
ょ
う
。近
所
の
人
の
安
否
を

必
ず
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。
発

見
、救
出
が
早
け
れ
ば
助
か
る
可

能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

〈
自
主
防
災
訓
練
〉

　
地
震
が
発
生
し
た
場
合
は
、多

発
的
に
災
害
が
発
生
す
る
た
め

消
防
機
関（
消
防
団
を
含
む
）が

直
ぐ
に
火
災
現
場
な
ど
に
行
け

る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。地
震
の
備

え
と
し
て
地
区
、町
会
で
の
自
主

防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
明
科
消
防
署
で
は
、
自
主
防

災
訓
練
へ
の
立
会
い
や
指
導
も

実
施
し
て
い
ま
す
。お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

松
本
広
域
消
防
局
明
科
消
防
署

☎
六
二-

二
九
九
二

〈
地
震
が
起
き
た
ら
〉

　
地
震
は
、い
つ
起
こ
る
か
わ
か

ら
な
い
災
害
で
す
。予
兆
が
あ
る

わ
け
で
も
な
く
、突
然
に
発
生
し

ま
す
。
実
際
に
遭
遇
し
た
場
合

は
、何
を
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ

う
か
。突
然
、発
生
し
た
地
震
に

慌
て
て
し
ま
い
、危
険
な
行
動
を

と
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。地
震
が
発
生
し

た
時
の
た
め
、事
前
に
備
え
て
お

く
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
。

〈
地
震
発
生
時
の
行
動
〉

　
ま
ず
は
自
分
の
身
を
守
る
こ

と
を
優
先
し
ま
す
。次
に
地
震
が

お
さ
ま
っ
て
か
ら
出
入
口
の
戸

を
開
け
ま
す
。こ
れ
は
余
震
な
ど

に
よ
っ
て
出
入
口
が
歪
み
、戸
が

開
か
な
く
な
る
こ
と
を
防
止
す

る
た
め
で
す
。ま
た
、火
の
も
と

は
必
ず
確
認
し
ま
し
ょ
う
。近
年

で
は
、地
震
が
起
き
た
場
合
に
ガ

ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
火
が
自
動
で

消
え
る
機
能
が
備
わ
っ
て
い
ま

す
が
、機
能
が
正
常
に
作
動
し
な

い
場
合
な
ど
火
災
が
発
生
す
る

危
険
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、避
難

所
に
避
難
す
る
場
合
は
、分
電
盤

 　

一
〇
月
の
で
き
ご
と

◎
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　
一
〇
月
六
日
に
、第
三
七
回
明

科
高
校
全
校
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
毎
年
秋
に
体

育
の
授
業
で

実
施
し
て
い

る
持
久
走
の

学
習
成
果
を

確
か
め
る
機

会
で
も
あ
り

ま
す
。

コ
ー
ス
は
明
科
と
生
坂
地
区

内
を
通
る
全
長
約
一
六
㎞
。明
科

高
校
グ
ラ
ン
ド
か
ら
公
道
を
北

上
し
て
潮
沢
橋
を
経
て
犀
川
右

岸
県
道
二
七
六
号
線
に
入
り
、生

野
郵
便
局
手
前
で
折
り
返
し
ま

す
。木
戸
の
信
号
を
右
折
し
て
橋

を
渡
り
、
歩
道
橋
手
前
を
左
折

し
て
高
根
神
社
へ
と
木
立
の
中

を
駆
け
抜
け

ま
す
。
神
社

脇
か
ら
犀
川

左
岸
の
堤
防

道
路
へ
出
た

ら
、
押
野
の

橋
ま
で
南
下

し
て
渡
り
、右
折
し
て
今
度
は
右

岸
の
堤
防
を
あ
や
め
公
園
ま
で

走
り
、旧
道
を
通
っ
て
学
校
ま
で

戻
り
ま
し
た
。

秋
晴
れ
の
さ
わ
や
か
な
空
気

の
中
、ど
の
生
徒
も
思
い
思
い
の

走
り
方
や
歩
き
方
で
、完
走
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◎
学
校
見
学
会

　
一
〇
月
二
七
日
、中
学
生
と
保

護
者
の
方
を
対
象
に
、今
年
度
の

学
校
見
学
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
中
学
三
年
生
に
、実
際
に
高
校

の
授
業
を
見
た
り
、校
舎
内
外
の

様
子
を
肌
で
感
じ
た
り
、学
校
生

活
の
様
子
を
聞
い
た
り
す
る
こ

と
を
通
し
て
、進
路
選
択
の
参
考

に
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
、毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
参
加
者
は
、中
三
生
五

一
名
、保
護
者
二
三
名
。ま
ず
授

業
を
参
観
し
て
か
ら
、全
体
会
で

生
徒
会
活
動
の
様
子
や
学
校
生

活
の
説
明
、進
路
指
導
の
様
子
な

ど
を
聞
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。参

加
者
か
ら
は
、「
落
ち
着
い
た
生

活
が
で
き
そ
う
」「
こ
の
授
業
な

ら
取
り
組
め
そ
う
」な
ど
の
感
想

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
文
責
　
教
頭
　
倉
下
直
）

【防災アドバイス】

　松本広域消防局
　　　明科消防署

〈地震への備え〉

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り
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■
図
書
室 

蔵
書
整
理
休
館

　

一
二
月
四
日（
月
）
～

一
二
月
九
日（
土
）ま
で

　
蔵
書
点
検
・
特
別
整
理
の
た

め
、
図
書
室
を
休
館
い
た
し
ま

す
。

　
返
却
日
が
過
ぎ
て
い
る
書
籍

等
に
つ
き
ま
し
て
は
、順
次
ご
連

絡
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、早
め
の
ご
返
却
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

各
地
で
観
測
史
上
一
位
の
記

録
を
更
新
す
る「
暑
い
」一
一
月

に
、過
ご
し
や
す
い
あ
の
秋
が
恋

し
い
こ
の
頃
、
皆
様
お
変
わ
り

な
く
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
私
の
休
日
の
日
課
、
そ
れ
は

朝
の
散
歩
で
す
。だ
い
た
い
三
〇

分
く
ら
い
の
道
の
り
、そ
の
途
中

に
よ
く
行
き
会
う
「
犬
の
お
じ

さ
ん
」あ
り
。何
回
も
顔
を
合
わ

せ
て
い
る
の
に
い
つ
も
盛
大
に

吠
え
ら
れ
て
一
向
に
仲
良
く
な

れ
な
い
ワ
ン
ち
ゃ
ん
と
、お
は
よ

休
館
中
は
返
却
の
み
可
能
で

す
。ご
返
却
の
際
は
、職
員
に
声

を
か
け
て
い
た
だ
く
か
、
児
童

館
入
口
の
返
却
ポ
ス
ト
に
図
書

を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
付
録
付

き
の
図
書
は
、
破
損
防
止
の
た

め
、
館
内
の
職
員
に
手
渡
し
を

お
願
い
し
ま
す
。

う
と
声
を
か
け
て
く
れ
る
お
じ

さ
ん
。最
初
は
あ
い
さ
つ
す
る
だ

け
で
し
た
が
、こ
の
前
は
畑
で
採

れ
た
野
菜
を
も
ら
い
ま
し
た
。

だ
ん
だ
ん
仲
良
く
な
っ
て
い
く

こ
の
感
じ
、な
ん
だ
か「
ど
う
○

○
の
森
」み
た
い
。

　
何
気
な
く
か
け
て
く
れ
る

「
お
は
よ
う
」の
温
か
さ
が
嬉
し

く
て
、つ
い
足
取
り
が
弾
む
、ス

テ
キ
な
一
日
の
始
ま
り
で
す
。

　
今
月
も
お
読
み
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。一
二

月
号
も
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

 

（
西
村
）

あ
っ
て
も
、ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
認
識

が
な
い
と「
女 （
あ
る
い
は
男
）な

ん
だ
か
ら
。」「
こ
う
し
な
い
の
は

変
だ
。」と
決
め
つ
け
、そ
の
人
を

批
判
の
対
象
と
し
て
し
ま
う
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。

　
日
常
生
活
の
中
で
、
常
識
と

思
っ
て
い
た
こ
と
が
案
外
ジ
ェ
ン

ダ
ー
で
あ
っ
た
り
、無
意
識
の
う

ち
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
発
言
を
し
て

い
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
知
り
、正
し
く

理
解
し
た
上
で
の
対
応
が
大
切

に
な
り
ま
す
。

「
男
は（
女
は
）
こ
う
あ
る
べ

き
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
や
役
割
、

行
動
を
決
め
つ
け
る
こ
と
が
、不

平
等
や
偏
見
を
生
ん
で
し
ま
う
、

と
い
う
こ
と
を
以
前
お
伝
え
し

ま
し
た
。厄
介
な
こ
と
に
、長
年

の
慣
習
や
人
々
の
心
理
の
中
に

根
深
く
入
り
込
ん
で
い
る
ジ
ェ

ン
ダ
ー（
社
会
的
性
差
や
性
別
に

よ
る
役
割
分
担
）は
、そ
れ
自
体

が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
で
あ
る
こ
と
に

気
づ
き
に
く
い
と
い
う
点
が
あ

り
ま
す
。

こ
の
マ
ン
ガ
の
よ
う
に
、た
と

え
同
じ
よ
う
な
立
場
の
同
性
で

男女共同参画男女共同参画
みんなで考えよう！
身近なジェンダー

～ 同性批判 ～

第8回

Ⓒ
段

　丹
映
子

　無
断
転
載
禁
止
（
「
ち
い
さ
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
ほ
お
ず
き
書
籍
）

き
ま
し
ょ！

図
書
室

◆
お
悔
や
み

◆
お
悔
や
み

　　申
し
上
げ
ま
す
◆

申
し
上
げ
ま
す
◆

井
口
八
千
代
さ
ん（
99
歳
　
宇
留
賀
）

瀧
澤
　
典
子
さ
ん（
85
歳
　
上
生
坂
）

松
嶋
　
昭
子
さ
ん（
96
歳
　
古
坂
）

編
集
後
記

編
集
後
記
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生坂村ホームページ

　
村
で
は
、
犀
川
線
の
バ
ス

の
更
新
と
、
池
坂
線
を
走
る

車
両
の
設
置
に
併
せ
、
車
両

デ
ザ
イ
ン
を
一
新
し
ま
し
た
。

　
今
回
、
更
新
し
た
犀
川
線

を
走
る
バ
ス
は
、平
成
二
一
年

に
購
入
し
、
総
走
行
距
離
六

〇
万
キ
ロ
を
超
え
、
近
年
で

は
故
障
個
所
も
増
え
て
き
て

お
り
、
修
理
費
が
大
き
く

な
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
四
月
よ
り
池

田
町
か
ら
引
き
継
い
だ
池
坂

線
の
増
設
に
伴
っ
て
、新
た
な

車
両
も
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
〇
月
六
日（
日
）に
、第
二
七

回
村
民
ゴ
ル
フ
大
会
を
あ
づ
み

野
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
て
開

催
し
ま
し
た
。一
六
人
の
参
加
者

で
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
な
が
ら
競

い
合
い
ま
し
た
。

　
優
勝
は
下
生
坂
区
の
清
水
秀

直
さ
ん
、準
優
勝
は
下
生
野
区
の

山
崎
智
吉
さ
ん
で
し
た
。

　
こ
の
日
は
、あ
づ
み
野
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
で
オ
ー
プ
ン
コ
ン
ペ

「
秋
の
味
覚
ハ
ー
フ
コ
ン
ペ
」が
開

催
さ
れ
て
お
り
、参
加
者
の
中
で

最
年
長
で
あ
る
平
林
節
夫
さ
ん

が
、当
日
ゴ
ル
フ
場
利
用
者
の
中

で
七
〇
位
に
な
り
、景
品
を
受
け

取
っ
て
い
ま
し
た
。

　
村
民
ゴ
ル
フ
大
会
は
来
年
度

も
開
催
す
る
予
定
で
す
の
で
、皆

様
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
た
め
、マ
イ
ク
ロ
バ
ス

一
台
と
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
タ
イ

プ
の
普
通
車
一
台
を
導
入
し
、

そ
れ
に
併
せ
て
、
デ
ザ
イ
ン

も
白
色
を
基
調
と
し
て
、
山

並
み
を
あ
し
ら
い
犀
川
の
流

れ
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
爽
や
か

な
デ
ザ
イ
ン
へ
と
変
更
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
か
ら
、
目
に
す
る
機

会
も
増
え
て
き
ま
す
。

　
乗
っ
て
残
す
村
営
バ
ス
と

し
て
、
新
車
両
に
ご
乗
車
い

た
だ
き
、
お
買
い
物
や
通
学

な
ど
、
ぜ
ひ
大
勢
の
皆
さ
ん

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

村
営
バ
ス

村
営
バ
ス  

更
新
車
両

更
新
車
両

一
〇
月
か
ら
新
デ
ザ
イ
ン
で
運
行

一
〇
月
か
ら
新
デ
ザ
イ
ン
で
運
行

第
二
七
回

第
二
七
回

村
民
ゴ
ル
フ
大
会

村
民
ゴ
ル
フ
大
会  

開
催
開
催

今溝 朝
あさ

陽
ひ

 ちゃん（1歳）
上生坂／康平さん・祐美さん

こんげつの

いい顔

目指せ！最速レーサー
わが家の推しメン

モフ
（１歳・MIX）
大日向 /松田　弥さん

松
田
家

三
女
爆
誕
！！


